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研究テーマ※ 自己愛をめぐる実践研究と実証研究の交差―理解と支援のための仮説モデル構築 



概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

本研究は、近年注目を集める自己愛パーソナリティに関するレビューである。自己愛に関する論文はここ10年

で1600を超える数が出版されるなど大いに関心を集めているが、一方で研究領域としては断片化しがちで、

まとまりを欠いている実情がある。特に臨床事例に基づく実践的研究と、調査や実験に基づく実証的研究との

間の乖離は大きい。 

本論文は、そうした状況を統合的に概観するため、対象、方法、目的、表現型の4つの軸で研究領域を整理するこ

とを試み、自己愛を統合的に理解する統合的な仮説を抽出することを目的としている。代表的な先行研究を引

用して、研究状況を概観しながら、自己愛パーソナリティを、“誇大性と脆弱性”など矛盾した自己システムが断

片化した未統合なプロセスとして捉えている。またその統合に伴う“苦痛”を、“共感的・共同的”に支える支援者

の重要性を指摘している。こうした試みによって、今後の国内の自己愛研究が、実践的研究と実証的研究との統

合を意識したものに展開していくことが期待される。 

 

   
 

 

【応用例、研究の展望】 

臨床心理学的な実践とパーソナリティ心理学の理論や知見との再統合が期待される。それによって、自己愛を

めぐる問題を抱えた対象者に、より日常的な文脈に自然に埋め込まれた心理学的支援が展開され、議論される

ことが望まれる。 

【研究方法の特色】 

臨床心理学的な実践とパーソナリティ心理学の理論や知見とは別個のものとして断片化しがちであるが、そこ

に巨視的な理解を試みている点である。 

本研究関連 

特許・論文等 

川崎直樹（2019） 自己愛をめぐる実践研究と実証研究の交差:―理解と支援のための仮説モデル構築にむけ

て― 教育心理学年報, 58, 167-184. 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

 

・ 

 

事例

理解と介入 理解 介入 理解 介入

誇大

・DSMに基づく誇大

性の研究が多い
・感情調整や共感プロ
セスにも注目
・近年は治療者評定
による研究も増加中

・NPD対象の効

果研究はほぼな
い
・治療プロセスに
ついての研究が
わずかにある

・自己愛の実証的・数
量的研究の中心
・誇大性を測るNPIが

研究の中心
・矛盾した自己制御
プロセスとして説明す
るモデルが複数提案

・「短期介入」実験が近
年蓄積中
・介入は共同性の活性
化や自己宣言による
・標的は対人関与、攻
撃、共感、状態的自己
愛など

脆弱

・DSM-5の複合形式

モデルは脆弱性を包
括
・治療者評定研究に
よっても脆弱タイプが
示唆

（ほぼない）

・脆弱性を包括する
尺度が複数提案。近
年はPNIが台頭

・脆弱性を分類・同定
するモデルが国内外
で議論

（ほぼない）

注）NPI；Narcissistic Personality Inventory, PNI; Pathological Narcissism Inventory

重症度

方法

目的

表現型

・自己愛研究の源流
・誇大―脆弱が包括され

て議論される
・精神力動論によるパー
ソナリティ構造の議論が
中心
・理解と介入が一体的に
議論
・国内では脆弱性（過敏
性）自己愛の研究も多い

Table1　自己愛に関する実践的・実証的研究の現状

病理

数量

特性

数量


